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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

授業科目

様式２－１

授業科目

情報科学概論

授業科目

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

現代社会学部：「情報科学概論」、「ビジネス情報演習I」、「ビジネス情報演習II」の3科目（6単位）すべてで単位取得していること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

開講状況

一部開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違する

開講状況開講状況

一部開講

授業科目

情報科学概論
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

授業科目

授業科目 授業科目

授業科目

一部開講

一部開講

情報科学概論

ビジネス情報演習I

ビジネス情報演習II

授業科目

情報科学概論

開講状況

一部開講

開講状況授業科目

情報科学概論

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

一部開講

開講状況

一部開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目

AIの歴史から、教師あり学習・教師なし学習・強化学習やディープラーニングを用いた手法など最新の人工
知能技術について紹介する。さらに、これらの応用例として、画像認識や自動翻訳、無人店舗、自動運転等
の最新技術について学ぶ。（情報科学概論　第15回「人工知能（AI）・ビッグデータ」）

すべてのウェブページではアクセスログデータが取得されており、これを解析することでウェブページの改善
や広告の表示に活用されていることを学ぶ。（情報科学概論　第5回「インターネットの仕組み」）
コンピュータで扱うデータは大きく構造化データ、非構造化データに分類され、特に構造化データについては
正規化してデータベースに格納され、顧客サービスやマーケティングなどさまざまな場面で応用されることを
学ぶ（情報科学概論　第7回「画像・音声・動画メディア」、第11回「これまでのデータベースとブロックチェー
ン」）

Tポイントカードの事例やNetFlix、スマートスピーカー、スマートフォンなどの事例を通じてマーケティング、
サービスにビッグデータや人工知能がどのように活用されているかについて学ぶ。（情報科学概論　第12回
「データサイエンス」）
画像生成モデル（GAN）、動画生成モデル（DeepFake）、自然言語生成モデル（GPT-3）、自然言語からの画
像生成モデル（DALL・E）など、良くも悪くも自動生成に人工知能が活用されていることを学ぶ。（情報科学概
論　第15回「人工知能（AI）・ビッグデータ」

選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

Society 5.0、第4次産業革命の実現に向けて、データサイエンスとはなにか、なぜ重要なのか、現在の社会
における応用例、GAFA/NetFlixなどによるビッグデータの活用、テキスト解析技術や画像解析、IoTなど身近
に使われている例をもとに、現代社会で起きている変化について学ぶ。（情報科学概論　第1回「社会で起き
ている変化」）
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

目標の設定（ビジネス力）、データの収集・データのクレンジング（データエンジニアリング力）、モデルの作
成・評価（データサイエンス力）、結果の解釈・結果を受けた展開（ビジネス力）といったデータサイエンスのサ
イクルについて学ぶ。（情報科学概論　第12回「データサイエンス」）
IoTとクラウドコンピューティングにより様々な場面でのデータ収集と分析が可能となっていること、そして、サ
イバー空間とフィジカル空間の融合による経済発展と社会的課題解決が行われるSociety5.0の概念につい
て学ぶ。（情報科学概論　第14回「IoT（Internet of Things）・クラウド」）

非構造化データである画像・音声・動画について、どのような特徴があるのか、どのように取り扱えばよいの
かについて学ぶ。（情報科学概論　第7回「画像・音声・動画メディア」）
それぞれのデータに適した可視化方法、不適切な可視化方法について学ぶ。（情報科学概論　第12回「デー
タリテラシー」）
特化型AIと汎用AIについて説明し、フレーム問題やシンボルグラウンディング問題などから、現状では特化
型AIのみが実用化されていることを学ぶ。（情報科学概論　第15回「人工知能（AI）・ビッグデータ」

それぞれのデータの種類にあった集計方法（度数分布表・クロス集計表など）、グラフ化の方法（棒グラフ・円
グラフ・ヒストグラム・箱ひげ図・散布図等）について学ぶ。また、不適切なグラフの例を示しながら、データを
読み解く際の注意点について学ぶ。（情報科学概論　第13回「データリテラシー」）
上記をWord・PowerPointで実習する。（ビジネス情報演習I）
上記をExcelで実習する。（ビジネス情報演習II）
※ビジネス情報演習I・IIは人数の関係でAクラスBクラスに別れているが、内容は同じ

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、
製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見
と組み合わせることで価値を創
出するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

データの種類（名義尺度・順序尺度・間隔尺度・比例尺度）の違いや、代表値（平均値・中央値・最頻値）の特
徴、ばらつきの重要性などについて学ぶ。また、相関関係と因果関係の違い、標本の抽出方法についても学
ぶ。（情報科学概論　第13回「データリテラシー」）

Excelで表データの扱い方、関数によるデータの集計・並び替え、グラフの書き方について学ぶ。また、e-stat
から興味のあるデータをダウンロードしてグラフを作成し、そこから読み取れることについて考察してもらう。
（ビジネス情報演習II）

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

データを扱う上で留意すべき知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権）と個人情報・プラ
イバシーについて学ぶ。（情報科学概論　第8回「著作権とプライバシー」）
DeepFakeやデータバイアスによる差別などAIによる倫理的な問題などを紹介する。また、AIによる交通事故
や医療事故が起こってしまった場合についての課題を課すことで、今後の社会のあり方について考えてもら
う。（情報科学概論　第15回「人工知能（AI）・ビッグデータ」）

共通鍵暗号、公開鍵暗号、デジタル署名、ハッシュ関数など情報を守るための技術について説明し、どのよ
うな脅威に対して利用されているかについて学ぶ。（情報科学概論　第9回「暗号」）
情報セキュリティに関する最近の事故事例を紹介し、マルウェア・標的型攻撃・フィッシング・DDoS攻撃など
について学ぶ。防御策として、パスワードの適切な管理や二段階認証・二要素認証についても学ぶ。（情報
科学概論　第10回「情報セキュリティ」）
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⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

「数理・データサイエンス・AI」の基礎的内容を理解し、課題や留意事項も踏まえた上で、その活用に取り組むことができる。また、ノートパソコン
を使用するための基礎事項について理解し、表計算ソフトウェアを用いて、表作成・基本的計算・関数操作・グラフ作成・統計処理ができる。

https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/

6

https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/
https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/


①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○人間と情報 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

人間と情報 一部開講

様式２－２

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

子ども育成学部：「情報処理演習」、「人間と情報」の2科目(4単位)すべてで単位取得していること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

情報処理演習 一部開講

人間と情報 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

人間と情報 一部開講

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

人間と情報 一部開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

調査データ・観測データ・実験データ・行動ログデータ・検索ログデータ・マシンログデータなど多様なデータ
元のデータ、一次データ・二次データ・メタデータ・オープンデータなど多様な所有者のデータ、構造化データ
と非構造化データについて学ぶ。（「人間と情報」第5回・第6回）

動画配信ビジネス、マーケティング・販売・サービス業、製造・物流業、文化活動などデータとAIの活用領域
が広がりつつあること、仮説検証・知識発見・原因究明・活動代替など使われ方の面でも広がりつつあること
を学ぶ。（「人間と情報」第6回）

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

データサイエンスの概要と背景、自然科学・社会科学・ビジネスでの応用、データサイエンティストとAIの概
要、Society5.0の概要と背景について学ぶ。（「人間と情報」第4回）

深層学習、深層生成モデル、強化学習、転移学習の概要、AIをめぐる透明性・説明責任・倫理などの課題、
シェアリングエコノミー・レコメンデーションなどの応用動向について学ぶ。（「人間と情報」第8回）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

「数理・データサイエンス・AI」の基礎的内容を理解し、課題や留意事項も踏まえた上で、その活用に取り組むことができる。また、ノートパソコン
を使用するための基礎事項について理解し、表計算ソフトウェアを用いて、表作成・基本的計算・関数操作・グラフ作成・統計処理ができる。

https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

ELSI (Ethical, Legal and Social Issues)の概念、データ取扱いの健全性に関する課題(捏造・改竄・盗用）、個
人情報とプライバシーの概念、統計的差別・データバイアス・アルゴリズムバイアスの概念、データサイエン
ス時代の諸概念（忘れられる権利・説明に基づく同意・インフォームドコンセント・オプトイン・オプトアプト）、形
成中の合意（GDPR・人間中心のAI社会原則）について学ぶ。（「人間と情報」第13回）

情報セキュリティの基礎（機密性・完全性・可用性）、データの守り方（匿名化・安吾かとパスワード）、情報セ
キュリティ事故（データの持ち出しと紛失・マルウェアによる情報搾取・ソーシャルエンジニアリング・サイバー
攻撃）、情報セキュリティ関連法規について学ぶ。（「人間と情報」第14回）

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

データの種類（量的変数と質的変数）、度数分布・ヒストグラム、データの代表値、データのばらつき、分割
表・クロス集計表、散布図と相関係数、母集団と標本抽出、統計情報の正しい理解について学ぶ。（「人間と
情報」第9回・第10回）

データの可視化（棒グラフ、円グラフ、散布図、折れ線グラフ、ヒートマップ）、データのグラフ化、データの比
較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト）、不適切なグラフ表現、可視化による気づきにつ
いて学ぶ。（「人間と情報」第10回）
EXCELの使い方について学ぶ（「情報処理演習」第11回以降）
※情報処理演習は人数の関係でAクラスBクラスに別れているが、内容は同じ

データの集計（和、平均）、データに対する操作（並べ替え、ランキング）、表形式のデータ(CSV）、データの解
析（ピボットテーブル、相関係数の計算）について学ぶ。（「人間と情報」第10回・第11回・第12回）
EXCELの使い方について学ぶ（「情報処理演習」第11回以降）

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、
製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見
と組み合わせることで価値を創
出するもの

データの一次分析（平均、最小、最大、分散、標準偏差）と可視化、時系列分析、散布図と回帰、言語処理、
画像処理と認識、音声処理、予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション、特化型AIと汎用
AI、自動機械学習の概要について学ぶ。（「人間と情報」第7回）

データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工・分析、結果の共有と課題解
決）、製造・流通・金融・サービス・公共政策・インフラ・ヘルスケアでの活用事例について学ぶ。（「人間と情
報」第8回）
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①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

現代社会学部 120 490 125 110 26 25 0 0 0 0 0 0 0 0 151 31%

子ども育成学部 90 370 30 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 8%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 210 860 155 140 26 25 0 0 0 0 0 0 0 0 181 21%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和２

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率
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① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 21% 令和４年度予定 40% 令和５年度予定 65%

令和６年度予定 85% 令和７年度予定 90% 収容定員（名） 860

現代社会学部：すべて必修の講義科目で構成されているため、全員が受講する。

子ども育成学部：令和3年度においては、認定要件をクリアするための必修科目を1科目、
選択科目を1科目設定していた。このため、修了者は定員33.3%であった。今後は、全科目
必修化に向けた学内調整を行う。
　令和3年度　30名（33.3％）
　令和4年度　40名（44.4％）
　令和5年度以降　必修化の予定　90名（100％）

大学全体：令和5年度の子ども育成学部での必修化により、令和8年度に履修率100%（編入
生除く）を達成する見込みである。
                   現代社会学部、子ども育成学部、合計、履修率
　令和3年度： 26 + 125 = 151, 30, 計181名, 181 / 860 = 0.21
　令和4年度： 26 + 125 + 125 = 276, 30 + 40 = 70, 計346名, 346 / 860 = 0.4
　令和5年度： 26 + 125 + 125 + 120 = 396, 30 + 40 + 90 = 160, 計556名, 556 / 860 = 0.65
　令和6年度： 125 + 125 + 120 + 120 = 490, 30 + 40 + 90 + 90 = 250, 計740名, 740 / 860 =
0.86
　令和7年度： 125 + 120 + 120 + 120 = 485, 40 + 90 + 90 +90 = 310, 計795名, 795 / 860 =
0.92

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

富山国際大学数理・データ・サイエンス・AI教育プログラム検討委員会規程

全学的な数理・データサイエンス・AI教育プログラムに関する事項について協議するため、
富山国際大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム検討委員会（以下「委員会」とい
う。）規程を定め、令和3年4月に設置した。委員会では、学修内容、プログラムの授業科目
構成及び修了要件、プログラムの改善や国が推進するプログラムの認定制度など、様々な
角度から教育の質と履修者の成長及び履修増加に寄与できるようプログラム全体の検討
を行える体制を構築した。

具体的な計画

・学務部長　　　 佐藤悦夫　（現代社会学部・教授）
・学務部次長　　松山友之　（子ども育成学部・教授）
・各学部の教員　各2名程度　（情報系教員含む）
　 現代社会学部　教授　　 新森昭宏　（情報センター長兼）
   現代社会学部　准教授　河野　信
   現代社会学部　准教授　大谷友男
   子ども育成学部　教授　 彼谷　環
   子ども育成学部　講師　 岩崎直哉
・学務部教務課長　　 酒井　誠
・学務部教務課主査　堀井康弘

（以上、委員会規程第3条第1項に基づく委員9名）
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

学生は、時間割を見て空き時間と開講科目との調整が取れれば、履修登録期間中に学部
を横断して履修登録することができ、受講できる体制にはある。
各学部の特性もあって時間割が混雑していることから、今後全学生に向けて受講可能にす
る場合には、オンデマンド方式での受講にするなど、科目運営等も含めて学内での意思決
定が必要となり、委員会などにおいて早急に検討を進めることとなる。

学生に対しては、前後期オリエンテーション時に教務担当教職員から数理・データ
サイエンス・AI関係の科目（以下「数理等科目」）について説明をし、履修登録期
間においても、学生は各学部の各ゼミ担当教員から履修指導を受けている。
また、本プログラムの内容や履修・修了要件についてウェブページで公開すること
で、周知を図る。さらにFDを通じて教職員への本プログラムの内容を理解してもら
い、学生の指導に役立ててもらう。

13



⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

基本的に学生は、時間割を見て空き時間と開講科目との調整が取れれば、履修登録期間
中に学部を横断して履修登録することができるようになっており、各学部のゼミ担当教員か
らのアドバイスをはじめ、各学部の履修登録相談部門においてアドバイスできる体制になっ
ている。
今後は、オンデマンド方式の検討も踏まえ、委員会において多くの学生が閲覧できる環境
づくりを提案し、本学内の意思決定会議において最終決定して進めることとなる。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

数理・データサイエンス・AI教育プログラム関係の科目に限らず、どの科目でも授業時間内
は学習指導し、質問を受けているが、授業時間外での質問は担当教員がオフィスアワーで
の対応ならびに随時メールを受け付けており、担当教員から質問者へ随時回答するなどの
仕組みを整えている。

14



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

現代社会学部では令和2年度の入学生から、子ども育成学部では令和3年度の入学生からを対象としてプログ
ラムを開始したところである。両学部とも授業に関する学生アンケートを実施しており、到達度や改善点などが
教員ならびに富山国際大学数理・データ・サイエンス・AI教育プログラム検討委員会にフィードバックされ、自己
点検・評価を行う。これを次年度以降のプログラムの改善に活用する。今後、当該学生が卒業研究を行う際
に、数理・データサイエンス・AIの要素を取り入れた研究に取り組むことが期待される。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

現代社会学部では、必修の講義科目から構成されているため全員が受講し、単位を修得できなかった学生も
次年度以降に必ず履修し、卒業までに修得することになる。
子ども育成学部では、現時点において選択科目を組み入れているため、全員が履修・修得する訳ではない
が、今後、必修化を行う予定である。

15



学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

現代社会学部の科目における学生アンケート結果（総合評価5点満点での点数)は以下の通りであり、満足度・
理解度は高い。
・ビジネス情報演習I　： 4.23
・ビジネス情報演習II ： 4.27
・情報科学概論　　　 ： 4.19

子ども育成学部の科目における学生アンケート結果（総合評価4点満点での点数)は以下の通りであり、満足
度・理解度は高い。
・情報処理演習　　　 ： 3.43
・人間と情報　　　　　 ： 3.31

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

現代社会学部では、必修の講義科目から構成されているため全員が受講する。

上述の通り、両学部とも学生アンケートの総合評価点が高いため、後輩への学生の推奨度も高いと推察され
る。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

現代社会学部では、必修の講義科目から構成されているため全員が受講する。
子ども育成学部では、今後必修化を予定する。
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学外からの視点

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

現代社会学部では令和2年度の入学生から、子ども育成学部では令和3年度の入学生からを対象としてプログ
ラムを開始したところである。今後、当該学生が社会に出て、それぞれの組織（企業、自治体、団体等）で数
理・データサイエンス・AIを活用することが期待される。今後は学生が就職した企業の意見も聞きながら、プロ
グラムの改善に務める。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

大手情報サービス企業の研究員に対して、本学の取り組みを説明し、以下のような意見を頂いた。
・Excelの演習はとても良いと思った。実社会でもまずExcelを使うし、我々もまずはExcelを使う。統計検定に
「データサイエンス基礎」と「データサイエンス発展」いうのが最近できたが、そのうちの「データサイエンス基礎」
の方は表計算を使った試験になっている。それにも対応できる内容になっていると感じた。
・我々の部署でも統計検定の取得を奨励している。基礎レベルとして、大卒レベルの「2級」の取得を奨励して
いる。可能ならば「準1級」の取得も奨励しているが、これはかなり難しい。富山国際大学の学生さんは「3級」と
「データサイエンス基礎」を取得することで、社会に出てから専門技術者とのコミュニケーションが容易になるは
ずなので、取得をお勧めしたい。
・製造業のデータはなかなか手に入らない。富山国際大学で取り組むのであれば、どこかの企業と組むしかな
いだろう。製造業のデータで重要なのは「外れ値」とか「欠損値」であり、そういうものをどう処理するかというの
が重要になる。Kaggleとか、KDDのような学会にあたるしかないかもしれない。しかしそれらに取り組むとなる
と、教員の負担が大きくなるだろう。
・公共分野では紙からデータに一元化する動きがあり、データになった後でどのように活用するかの検討がさ
れている。金融分野では与信審査などの分野でデータ活用がされている。当社ではプログラミングしなくても
データ分析できるツールも使いながらデータサイエンティストを育成しようという動きがある。ビジネスサイドの
人間はこうしたツールを使ってデータサイエンスの概念を理解して取り組むということを行っている。
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②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

・現代社会学部の「ビジネス情報演習I」「ビジネス情報演習II」「情報科学概論」、子ども育成学部の「人間と情
報」では、ほとんどの授業終了後にアンケートをとり、当該授業が理解できたかどうかを確認し、その結果を次
回授業に反映させている。具体的には、理解度が低かった場合、次回授業でよりわかりやすい方法で説明す
るなどの工夫を行っている。なお、その場合であっても、シラバスに記載した内容を減らしたり、水準を下げたり
することの無いようにしている。

https://www.tuins.ac.jp/about/disclosure/mathematical/

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

実データを使ってグラフ化したり、分析したりすることで、学生が興味を持つようにしている。また、1年次のキャ
リアデザイン講座等で、IT系の会社に就職した先輩や、本プログラムを修了して就職活動に活かしている学生
などの体験談を通じて、数理・データサイエンス・AIを学ぶ必要があることを理解してもらう。
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授業科目名 情報科学概論
科目コード G5801L01

英文名 Introduction to Information Science

科目区分 教養科目 - 社会理解科目

職名 教授  准教授  担当教員名 新森　昭宏  河野　信  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 月曜日  時限 3限目  

開講時期 1年後期 授業の方法 講義

必修・選択 学部必修 単位数 2単位

授業の概要

情報科学概論では、コンピュータ、情報端末、ネットワークなどの情報技術やインフラと私たちの社会との関わりについて
、身近な事例を通して仕組み学び、社会を支える情報システムについて学ぶ。日常生活で無意識に利用している情報システ
ムや情報機器などの仕組みの一端に触れながら、コンピュータ，ネットワークと情報化が現在の情報社会にどのような影響
を与えているかを学ぶ。また、ビッグデータ、データサイエンス、人工知能（ＡＩ）、IoT（モノのインターネット）、デジ
タルトランスフォーメーションなど、最近の話題も盛りこんで、「情報とは何か」「情報科学とは何か」を学ぶ。講義には
スマートホン・タブレットを使用し、情報科学に対する理解を深める。本講義は「数理・データサイエンス・AI教育プログラ
ム　リテラシーレベル」の修了に必要な必修単位である。（担当教員：企業での実務経験あり（新森・河野））

キーワード ①コンピュータ ②インターネット ③セキュリティ ④データサイエンス ⑤人工知能

到達目標

①情報をとりまく技術について説明できる（30%）

②情報をとりまくルールや制度について説明できる（30%）

③学生・社会人としての最低限の情報リテラシーを身につける （40%）

 

 

ディプロマポリシー 4.社会人としての能力（社会性の向上）  

カリキュラムポリシー ①現代社会で必要な基礎知識の向上  

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○ ○ ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

◎ ○     
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

ガイダンス・授業の進め方・評価方法
社会で起きている変化
社会で起きている変化を知り、情報科学を学ぶことの意義を理解する。（河野）

【予習】シラバスを読んでおくこと 10分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第2回

コンピュータの仕組みと歴史
コンピュータを動かすハードウェアの仕組みと、現在までの歴史について理解する（新森）

【予習】コンピュータの仕組みと歴史について調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第3回

オペレーティングシステム・ソフトウェア
コンピュータを動かすオペレーティングシステム・ソフトウェアの仕組みについて理解する（新森）

【予習】オペレーティングシステム・ソフトウェアについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第4回

プログラム・アルゴリズムとデータ構造
プログラムとアルゴリズムの基礎について理解する（河野）

【予習】プログラム・アルゴリズムとデータ構造について調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第5回

インターネットの仕組み
インターネットを通じてどのように情報が伝達されるかを理解する（河野）

【予習】インターネットの仕組みについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第6回

商品・サービスの創出におけるデータサイエンスとAIの活用【外部講師】

【予習】データサイエンスについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第7回

画像・音声・動画メディア
コンピュータの中で画像データや音声データ、動画データなどがどのようなしくみで扱われているかを理解する（河野）

【予習】音声・動画メディアについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第8回

著作権とプライバシー
情報を扱い活用する上で注意すべきルールについて理解する（新森）

【予習】著作権とプライバシーについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分
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第9回

暗号
情報を守るための技術とその限界について理解する（河野）

【予習】暗号について調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第10回

情報セキュリティ
情報を扱い活用する上で注意すべき行動について理解する（新森）

【予習】情報セキュリティについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第11回

これまでのデータベースとブロックチェーン
これまで使われてきたデータを整理する手段と、これから普及が期待される新しい技術の概要について理解する（河野）

【予習】データベースとブロックチェーンについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第12回

データサイエンス
どんなデータが集められ、どのように活用されているかを理解する。さまざまな領域でデータ・AIが活用されていることを理解する（河野）

【予習】データサイエンスについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第13回

データリテラシー
データを適切に読み解き、説明する方法について理解する（河野）

【予習】データの表現方法（棒グラフや折れ線グラフなど）について調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第14回

IoT（Internet of Things）・クラウド
データを収集、蓄積、活用するための新しい技術について理解する（新森）

【予習】IoT（Internet of Things）・クラウドについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第15回

人工知能（AI）・ビッグデータ
データ・AIを活用するために使われている技術の概要を理解する。データ・AIを活用することによって、どのような価値が生まれているかを理解する。（河野）

【予習】人工知能（AI）・ビッグデータについて調べること 30分

【復習】授業の講義資料を再確認し、ウェブで出題される課題を提出すること 60分

第16回

 

【予習】  

【復習】  

21



評価方法 各回の課題提出内容にて評価する（100%）
なお評価する基準は、「富山国際大学成績評価基準」にしたがって評価する。

使用資料
＜テキスト＞ 各回で資料を配布する 使用資料

＜参考図書＞
樋口知之ほか（著）北川源四郎・竹村彰通
（編）「教養としてのデータサイエンス」

授業外学修等 本講義ではスマートフォンもしくはタブレット端末を利用する。両方とも持っていない者はPCを持参すること。（あらたに
スマートフォンを購入する必要はありません）

授業外質問方法 メールもしくはオフィス・アワーで対応

オフィス・アワー 月曜2限
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授業科目名 ビジネス情報演習Ⅰ　Aクラス
科目コード G6301P01

英文名 Business Information Practicum I

科目区分 教養科目 - 情報基礎科目

職名 准教授  担当教員名 河野　信  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 月曜日  時限 1限目  

開講時期 1年前期 授業の方法 演習

必修・選択 学部必修 単位数 2単位

授業の概要

会社業務や社会生活において必要不可欠となる、コンピュータを用いた文書作成能力に関する知識を習得することを目的と
する。併せて、画像・表などを用いた表現力のある文書の構成方法と、パワーポイントを用いたプレゼン資料作成方法につ
いても学ぶ。
なお、本授業の前半では、大学で各自のノートパソコンを利用するための基礎事項について解説し設定も行う。本講義は「
数理・データサイエンス・AI教育プログラム　リテラシーレベル」の修了に必要な必修単位である。
（担当教員：企業での実務経験あり）

キーワード ①文書作成 ②文字編集 ③書式設定 ④表作成 ⑤画像編集

到達目標

①大学でノートパソコンを使用するための基礎事項について理解し設定ができる。（30%）

②文書作成ソフトを用いた文字編集・文書作成・レイアウト編集・印刷などの一連の基礎技能を習得する。（40%）

③表や図形などを用いた表現力豊かな文書作成技能およびパワーポイントの操作方法を習得する。（30%）

 

 

ディプロマポリシー 4.社会人としての能力（社会性の向上）  

カリキュラムポリシー ①学生の基礎的能力の向上 ③キャリア・実務能力の向上

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○  ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ○ ◎   ◎
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

基本設定(1)：学習の目標，個人用パソコンの起動と終了，Windowsの初期設定
本授業のガイダンスと授業の目標を明らかにし、授業で使用するパソコンの基本的設定を行う
Windows10 の初期設定を行い、パソコンならびにWindowsの利用に関する基本的事項を説明する

【予習】パソコンの充電が十分になされていることを確認する、不足の場合は充電しておく
パソコンが正常に起動し、動作することを確認する。
パソコンのウイルス対策が正常に機能していることを確認する。

20分

【復習】大学において必応となる基本設定を確認する。
インターネット、ファイアウォール、プロキシなどの基本用語を復習し、理解する。
自宅と大学でインターネットを用いた操作を行い、双方で正常に機能することを確認する。

30分

第2回

基本設定(2)：メール環境の説明と設定、各種ユーティリティーソフト等の導入
大学生活で必要となるメール環境の設定と利用方法の確認およびスマホでの利用方法の説明。
パソコンへのソフトウェアのインストールとアンインストールの基本的操作を学ぶ

【予習】パソコンの充電が十分になされていることを確認する、不足の場合は充電しておく
パソコンが正常に起動し、動作することを確認する。
パソコンのウイルス対策が正常に機能していることを確認する。

20分

【復習】大学からのメールが受信できるかを確認して、指示された返信をする。
インターネットからPDFドキュメントをダウンロードして、正常に表示されることを確認する。
インターネットから興味あるフリーウェアをダウンロードしてインストールする

30分

第3回

基本設定(3)：MS-Officeのインストール，プリンターの利用、各種ユーティリティーの導入
文書処理・表計算・プレゼンテーションをはじめとする、就学のために必要なソフトウェアをインストールする
印刷環境の説明と設定、並びに授業で利用する可能性のある各種ユーティリティーをインストールする。

【予習】【自由課題】大学で学んで行きたい事、大学で力を入れたい活動、大学時代にやっておきたい事について、A4版１枚程度のレポートを作成せよ。形式は問わ
ない 20分

【復習】自由課題をWORDで作成してMicrosoft Teamsで提出する。
また同じファイルをプリンターで印刷して、次回の授業で提出する。
これによってプリンターの設定が正しく行われているかを確認する。

30分

第4回

タイピング：タイピング練習ソフトウェアの導入，タイピングレッスンの実施
コンピュータ取扱いの上で最も重要なスキルであるタイピングをマスターするために、必要なソフトウェアをインストールし、かつそれを使ったタイピングレッスンの実践を行う。

【予習】キーボード上のキー配列を覚えてくる 20分

【復習】タイピング練習のための自分なりの計画を立てる。
最低でも1日に10分のタイピング練習ができる練習計画を立てること 30分

第5回

文書作成(1)：Wordの起動，日本語入力，保存，印刷プレビュー，文書の印刷
文書処理ソフトとしてWordを利用するための初期レッスンを行う。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第6回

文書作成(2)：文字サイズ・フォント・文字飾り，文字位置の指定
文書処理ソフトを使った基本的な文書編集を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分
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第7回

文書作成(3)：箇条書き・段落番号・文書レイアウト
文書処理ソフトを使った箇条書きの作成と自動的番号割り付け方法、および文書のレイアウト編集を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第8回

文書作成(4)：長文編集（見出し項目と目次作成）
文書処理ソフトを使った見出しの作成と、目次生成方法について学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第9回

文書作成(5)：表の作成
文書処理ソフトを使った表の作成と取り扱い方法を学ぶ

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第10回

文書作成(6)：図形描画・イメージの取り扱い①
文書処理ソフトを使った図形の取り扱いを学ぶ

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第11回

文書作成(7)：図形描画・イメージの取り扱い②
文書処理ソフトを使った図形の取り扱いを学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第12回

文書作成(8)：アプリケーション連携とデータ操作
文書処理ソフトと他のアプリケーションとの連携による文書作成方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第13回

文書作成(9)：総合的な文書作成
事例に基づく総合的な文書作成能力を確かめる。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分
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第14回

プレゼンテーション(1)：PowerPointの起動，資料作成の基本操作
プレゼンテーションソフトとしてPowerpointを用いた資料作成までの基本設定を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第15回

プレゼンテーション(2)：図形の作成，画像の取り込み，表示効果の設定など
プレゼンテーションションソフトを使った図形描画、他のアプリケーションとの連携、表示効果の接待などを学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第16回

期末試験として、CS検定3級程度の実技試験を実施する。CS検定の合格点は70点であるが、大学独自の基準として60点以上の学生には単位を付与する。ただし、試験環境を整え、試
験問題をダウンロードし、答案を提出するまでの一連の操作が試験対象である。また成績査定にあたっては授業中に課した課題の提出状況も考慮する。

【予習】  

【復習】  

評価方法

期末試験（70％）、期途中での課題提出状況等（30％）にもとづいて総合的に判定する。
ただし10回以上の出席がない場合は評価しない。
「富山国際大学成績評価基準」に従って評価する。

①人間性：20%　　②社会性：20%　　③専門性：60

使用資料
＜テキスト＞

30時間アカデミックOffice2019（実教出版
）

使用資料
＜参考図書＞  

授業外学修等 適宜課題を課すので授業外に演習すること。提出された課題にフィードバックが必要なものがある場合は、フィードバック
を行う。

授業外質問方法 電子メールでの質問を受け付ける
　　2020g000@tuins.ac.jp

オフィス・アワー  
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授業科目名 ビジネス情報演習Ⅰ　Bクラス
科目コード G6301P01

英文名 Business Information Practicum I

科目区分 教養科目 - 情報基礎科目

職名 教授  担当教員名 新森　昭宏  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 火曜日  時限 2限目  

開講時期 1年前期 授業の方法 演習

必修・選択 学部必修 単位数 2単位

授業の概要

会社業務や社会生活において必要不可欠となる、コンピュータを用いた文書作成能力に関する知識を習得することを目的と
する。併せて、画像・表などを用いた表現力のある文書の構成方法と、パワーポイントを用いたプレゼン資料作成方法につ
いても学ぶ。
なお、本授業の前半では、大学で各自のノートパソコンを利用するための基礎事項について解説し設定も行う。
（担当教員：企業での実務経験あり）

キーワード ①文書作成 ②文字編集 ③書式設定 ④表作成 ⑤画像編集

到達目標

①大学でノートパソコンを使用するための基礎事項について理解し設定ができる。（30%）

②文書作成ソフトを用いた文字編集・文書作成・レイアウト編集・印刷などの一連の基礎技能を習得する。（40%）

③表や図形などを用いた表現力豊かな文書作成技能およびパワーポイントの操作方法を習得する。（30%）

 

 

ディプロマポリシー 4.社会人としての能力（社会性の向上）  

カリキュラムポリシー ①学生の基礎的能力の向上 ③キャリア・実務能力の向上

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○  ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ○ ◎   ◎
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

基本設定(1)：学習の目標，個人用パソコンの起動と終了，Windowsの初期設定
本授業のガイダンスと授業の目標を明らかにし、授業で使用するパソコンの基本的設定を行う
Windows10 の初期設定を行い、パソコンならびにWindowsの利用に関する基本的事項を説明する

【予習】パソコンの充電が十分になされていることを確認する、不足の場合は充電しておく
パソコンが正常に起動し、動作することを確認する。
パソコンのウイルス対策が正常に機能していることを確認する。

20分

【復習】大学において必応となる基本設定を確認する。
インターネット、ファイアウォール、プロキシなどの基本用語を復習し、理解する。
自宅と大学でインターネットを用いた操作を行い、双方で正常に機能することを確認する。

30分

第2回

基本設定(2)：メール環境の説明と設定、各種ユーティリティーソフト等の導入
大学生活で必要となるメール環境の設定と利用方法の確認およびスマホでの利用方法の説明。
パソコンへのソフトウェアのインストールとアンインストールの基本的操作を学ぶ

【予習】パソコンの充電が十分になされていることを確認する、不足の場合は充電しておく
パソコンが正常に起動し、動作することを確認する。
パソコンのウイルス対策が正常に機能していることを確認する。

20分

【復習】大学からのメールが受信できるかを確認して、指示された返信をする。
インターネットからPDFドキュメントをダウンロードして、正常に表示されることを確認する。
インターネットから興味あるフリーウェアをダウンロードしてインストールする

30分

第3回

基本設定(3)：MS-Officeのインストール，プリンターの利用、各種ユーティリティーの導入
文書処理・表計算・プレゼンテーションをはじめとする、就学のために必要なソフトウェアをインストールする
印刷環境の説明と設定、並びに授業で利用する可能性のある各種ユーティリティーをインストールする。

【予習】【自由課題】大学で学んで行きたい事、大学で力を入れたい活動、大学時代にやっておきたい事について、A4版１枚程度のレポートを作成せよ。形式は問わ
ない 20分

【復習】自由課題をWORDで作成してMicrosoft Teamsで提出する。
また同じファイルをプリンターで印刷して、次回の授業で提出する。
これによってプリンターの設定が正しく行われているかを確認する。

30分

第4回

タイピング：タイピング練習ソフトウェアの導入，タイピングレッスンの実施
コンピュータ取扱いの上で最も重要なスキルであるタイピングをマスターするために、必要なソフトウェアをインストールし、かつそれを使ったタイピングレッスンの実践を行う。

【予習】キーボード上のキー配列を覚えてくる 20分

【復習】タイピング練習のための自分なりの計画を立てる。
最低でも1日に10分のタイピング練習ができる練習計画を立てること 30分

第5回

文書作成(1)：Wordの起動，日本語入力，保存，印刷プレビュー，文書の印刷
文書処理ソフトとしてWordを利用するための初期レッスンを行う。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第6回

文書作成(2)：文字サイズ・フォント・文字飾り，文字位置の指定
文書処理ソフトを使った基本的な文書編集を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分
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第7回

文書作成(3)：箇条書き・段落番号・文書レイアウト
文書処理ソフトを使った箇条書きの作成と自動的番号割り付け方法、および文書のレイアウト編集を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第8回

文書作成(4)：長文編集（見出し項目と目次作成）
文書処理ソフトを使った見出しの作成と、目次生成方法について学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第9回

文書作成(5)：表の作成
文書処理ソフトを使った表の作成と取り扱い方法を学ぶ

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、電子メールで教員に提出する。
【送信先】2020g000@tuins.ac.jp
【件名】　課題○○の提出

30分

第10回

文書作成(6)：図形描画・イメージの取り扱い①
文書処理ソフトを使った図形の取り扱いを学ぶ

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第11回

文書作成(7)：図形描画・イメージの取り扱い②
文書処理ソフトを使った図形の取り扱いを学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、電子メールで教員に提出する。
【送信先】2020g000@tuins.ac.jp
【件名】　課題○○の提出

30分

第12回

文書作成(8)：アプリケーション連携とデータ操作
文書処理ソフトと他のアプリケーションとの連携による文書作成方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第13回

文書作成(9)：総合的な文書作成
事例に基づく総合的な文書作成能力を確かめる。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分
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第14回

プレゼンテーション(1)：PowerPointの起動，資料作成の基本操作
プレゼンテーションソフトとしてPowerpointを用いた資料作成までの基本設定を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第15回

プレゼンテーション(2)：図形の作成，画像の取り込み，表示効果の設定など
プレゼンテーションションソフトを使った図形描画、他のアプリケーションとの連携、表示効果の接待などを学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 30分

第16回

期末試験として、CS検定3級程度の実技試験を実施する。CS検定の合格点は70点であるが、大学独自の基準として60点以上の学生には単位を付与する。ただし、試験環境を整え、試
験問題をダウンロードし、答案を提出するまでの一連の操作が試験対象である。また成績査定にあたっては授業中に課した課題の提出状況も考慮する。

【予習】  

【復習】  

評価方法

期末試験（70％）、期途中での課題提出状況等（30％）にもとづいて総合的に判定する。
ただし10回以上の出席がない場合は評価しない。
「富山国際大学成績評価基準」に従って評価する。

①人間性：20%　　②社会性：20%　　③専門性：60

使用資料
＜テキスト＞

30時間アカデミックOffice2019（実教出版
）

使用資料
＜参考図書＞  

授業外学修等 適宜課題を課すので授業外に演習すること。提出された課題にフィードバックが必要なものがある場合は、フィードバック
を行う。

授業外質問方法 電子メールでの質問を受け付ける
　　2020g000@tuins.ac.jp

オフィス・アワー 月曜日2限
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授業科目名 ビジネス情報演習Ⅱ　Aクラス
科目コード G6301L02

英文名 Business Information Practicum Ⅱ

科目区分 教養科目 - 情報基礎科目

職名 准教授  担当教員名 河野　信  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 月曜日  時限 1限目  

開講時期 1年後期 授業の方法 演習

必修・選択 学部必修 単位数 2単位

授業の概要

データ管理に不可欠な表計算ソフトの原理と機能・操作方法などについて総合的に学ぶ。現在、会社をはじめとする一般社
会では経理事務や様々なデータ管理に表計算ソフトが幅広く利用されており、就職活動においても表計算ソフトの操作技能
が求められている。本授業では表計算ソフトとしてEXCELを用いて、その機能と操作を学んでいく。本講義は「数理・データ
サイエンス・AI教育プログラム　リテラシーレベル」の修了に必要な必修単位である。
（担当教員：企業での実務経験あり）

キーワード ①表計算 ②数式 ③関数 ④グラフ ⑤統計

到達目標

①表計算ソフトウェアを用いて、表作成および基本的計算および初歩的関数操作ができる。（40%）

②表計算ソフトウェアを用いて、関数操作による複雑なデータ処理ができる。（30%）

③グラフや統計関数などによるデータ分析ができる。（30%）

 

 

ディプロマポリシー 4.社会人としての能力（社会性の向上）  

カリキュラムポリシー ①学生の基礎的能力の向上 ③キャリア・実務能力の向上

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○  ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ○ ◎   ◎
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

表計算の基礎、データ入力と編集、表の作成
表計算ソフトとしてExcelを用い、基本的なデータ入力と表編集を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第2回

表の編集、フォントや配置の設定、行削除と挿入などの表操作
表計算ソフトを使った表作成・文字列編集、レイアウト編集、表編集などの操作を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第3回

簡単な計算と関数、数式の取扱い
表計算ソフトを使った基本的計算のための操作を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第4回

セルの表示形式・フォント・列幅列高・条件付き書式などの表操作および表の印刷調整
表計算ソフトを使った参照方法の違いについて確実に理解する。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、電子メールで教員に提出する。
【送信先】2020g000@tuins.ac.jp
【件名】　課題○○の提出

20分

第5回

セルの表示形式，絶対参照と相対参照
表計算ソフトを使った参照方法の違いについて確実に理解する。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第6回

関数の基本
関数名・引数・返却値などの基本概念を理解して、様々なタイプの関数の利用にチャレンジする

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、電子メールで教員に提出する。
【送信先】2020g000@tuins.ac.jp
【件名】　課題○○の提出

20分

第7回

いろいろな関数①
表計算ソフトを使った関数の利用方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分
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第8回

いろいろな関数②
表計算ソフトを使った関数の利用方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第9回

いろいろな関数③
表計算ソフトを使った関数の利用方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第10回

アンケート集計とデータ分析①
アンケート集計に基づくデータの統計的取り扱いを学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第11回

アンケート集計とデータ分析②
クロス集計をはじめとするデータ分析手法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第12回

アンケート集計とデータ分析③
総合的な分析方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第13回

グラフの取扱い
表計算ソフトを使った数値のグラフ化、WORDなどとのアプリケーション連携、さらにデータベースとしての扱い方を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第14回

データ操作とデータベース機能
表計算ソフトを使ったデータ操作機能およびデータベースとしての扱い方を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第15回

実践演習
e-statから興味のあるデータをダウンロードしてグラフを作成し、そこから読み取れることについて考察する

【予習】e-statにどのようなデータがあるか調べておく 20分

【復習】次週の期末試験に備えて、これまでの学習内容を復習する 20分
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第16回

 

【予習】  

【復習】  

評価方法

期末試験（70％）、期途中での課題提出状況等（30％）にもとづいて総合的に判定する。
ただし10回以上の出席がない場合は評価しない。
「富山国際大学成績評価基準」に従って評価する。

①人間性：20%　　②社会性：20%　　③専門性：60

使用資料
＜テキスト＞

30時間アカデミックOffice2019（実教出版
）

使用資料
＜参考図書＞  

授業外学修等 適宜課題を課すので授業外に演習すること。提出された課題にフィードバックが必要なものがある場合は、フィードバック
を行う。

授業外質問方法 電子メールでの質問を受け付ける
2020g000@tuins.ac.jp

オフィス・アワー  
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授業科目名 ビジネス情報演習Ⅱ　Bクラス
科目コード G6301L02

英文名 Business Information Practicum Ⅱ

科目区分 教養科目 - 情報基礎科目

職名 教授  担当教員名 新森　昭宏  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 火曜日  時限 2限目  

開講時期 1年後期 授業の方法 演習

必修・選択 学部必修 単位数 2単位

授業の概要
データ管理に不可欠な表計算ソフトの原理と機能・操作方法などについて総合的に学ぶ。現在、会社をはじめとする一般社
会では経理事務や様々なデータ管理に表計算ソフトが幅広く利用されており、就職活動においても表計算ソフトの操作技能
が求められている。本授業では表計算ソフトとしてEXCELを用いて、その機能と操作を学んでいく。
（担当教員：企業での実務経験あり）

キーワード ①表計算 ②数式 ③関数 ④グラフ ⑤統計

到達目標

①表計算ソフトウェアを用いて、表作成および基本的計算および初歩的関数操作ができる。（40%）

②表計算ソフトウェアを用いて、関数操作による複雑なデータ処理ができる。（30%）

③グラフや統計関数などによるデータ分析ができる。（30%）

 

 

ディプロマポリシー 4.社会人としての能力（社会性の向上）  

カリキュラムポリシー ①学生の基礎的能力の向上 ③キャリア・実務能力の向上

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○  ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ○ ◎   ◎
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

表計算の基礎、データ入力と編集、表の作成
表計算ソフトとしてExcelを用い、基本的なデータ入力と表編集を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第2回

表の編集、フォントや配置の設定、行削除と挿入などの表操作
表計算ソフトを使った表作成・文字列編集、レイアウト編集、表編集などの操作を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第3回

簡単な計算と関数、数式の取扱い
表計算ソフトを使った基本的計算のための操作を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第4回

セルの表示形式・フォント・列幅列高・条件付き書式などの表操作および表の印刷調整
表計算ソフトを使った参照方法の違いについて確実に理解する。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第5回

セルの表示形式，絶対参照と相対参照
表計算ソフトを使った参照方法の違いについて確実に理解する。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第6回

関数の基本
関数名・引数・返却値などの基本概念を理解して、様々なタイプの関数の利用にチャレンジする

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第7回

いろいろな関数①
表計算ソフトを使った関数の利用方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分
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第8回

いろいろな関数②
表計算ソフトを使った関数の利用方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第9回

いろいろな関数③
表計算ソフトを使った関数の利用方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第10回

アンケート集計とデータ分析①
アンケート集計に基づくデータの統計的取り扱いを学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第11回

アンケート集計とデータ分析②
クロス集計をはじめとするデータ分析手法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第12回

アンケート集計とデータ分析③
総合的な分析方法を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第13回

グラフの取扱い
表計算ソフトを使った数値のグラフ化、WORDなどとのアプリケーション連携、さらにデータベースとしての扱い方を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分

第14回

データ操作とデータベース機能
表計算ソフトを使ったデータ操作機能およびデータベースとしての扱い方を学ぶ。

【予習】教科書の、授業予定となっている章立てを読んでおく。
パソコン操作に不慣れな人や自信の無い人は、自分なりに教科書にそってやってみると良い 20分

【復習】授業中に提示された課題を作成して、Microsoft Teamsで提出する。 20分
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第15回

実践演習③
ＣＳ検定を想定した実践的問題演習

説明資料： ヒリシリネス情報演習II-第15回.pdf

【予習】授業中に提示するCS検定の模擬問題を解いておく 20分

【復習】次週の期末試験に備えて、模擬問題の苦手な部分をやり直しておく 20分

第16回

 

【予習】  

【復習】  

評価方法
期末試験（70％）、期途中での課題提出状況等（30％）にもとづいて総合的に判定する。
ただし10回以上の出席がない場合は評価しない。

①人間性：20%　　②社会性：20%　　③専門性：60

使用資料
＜テキスト＞

30時間アカデミックOffice2019（実教出版
）

使用資料
＜参考図書＞  

授業外学修等 適宜課題を課すので授業外に演習すること。提出された課題にフィードバックが必要なものがある場合は、フィードバック
を行う。

授業外質問方法 電子メールでの質問を受け付ける
shinmori@tuins.ac.jp

オフィス・アワー 月曜日2限
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授業科目名 人間と情報
科目コード K0401L01

英文名 Humans and Information

科目区分 時代の潮流へのアプローチ科目 - 情報化対応

職名 教授  担当教員名 新森　昭宏  

学部 子ども育成学部 学科 子ども育成学科

曜日 金曜日  時限 4限目  

開講時期 1年後期 授業の方法 講義

必修・選択 選択 単位数 2単位

授業の概要

政府が2021年度から推進する「第6期科学技術・イノベーション基本計画」では、第5期基本計画で提起された「Society 5.0
」の具体化が宣言されている。これは、「『狩猟社会』『農耕社会』『工業社会』『情報社会』に続く、人類史上5番目の新
しい社会」として定義されているものである。一方、産業界においては、データとデジタル技術を活用してビジネスモデル
を変革する「デジタルトランスフォーメーション(DX)」の取り組み機運が高まっている。教育界では、小学校プログラミング
教育やGigaスクール構想など、教育の情報化の取り組みも加速されつつある。本授業ではまず、これらの動向を概説する。
その後、政府の「AI戦略2019」が掲げた目標「文理を問わず、全ての大学・高専生が、課程にて初級レベルの数理・データ
サイエンス・AIを習得」に従い、そのカリキュラムに沿った授業と演習を行う。
（担当教員：企業での実務経験あり）

キーワード ①Society 5.0 ②デジタルトランスフ ③教育の情報化 ④数理・データサイエ ⑤

到達目標

「Society 5.0」と「デジタルトランスフォーメーション(DX)」の基本的内容を理解し、説明できる。(20%)

現在進められている「教育の情報化」の概要を理解し、説明できる。(10%)

「数理・データサイエンス・AI」の基礎的内容を理解し、課題や留意事項も踏まえた上で、その活用に取り組むことができる。(60%)

数百件～数千件レベルの実データの集計・加工・分析ができる。(10%)

 

卒業要件・資格関連等

卒業要件 幼稚園教諭 保育士 小学校教諭 社会福祉士 スクール
ソーシャルワーカー

  ○    
ディプロマポリシー ④21世紀を生きる社会人としての資質・能力（社会性の向上） ②教育・保育・福祉の専門職としての資質・能力（専門性の向上）

カリキュラムポリシー ①子ども育成の教養  

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○ ○ ◎ ○ ○

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

○ ◎     
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

本授業のオリエンテーションを行う。
「『狩猟社会』『農耕社会』『工業社会』『情報社会』に続く、人類史上5番目の新しい社会」として定義されてる「Society 5.0」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 人間と情報-第1回

【予習】本授業の内容や学習の方法について、事前にシラバスを見て予習しておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第2回

データとデジタル技術を活用してビジネスモデルを変革する「デジタルトランスフォーメーション(DX)」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 人間と情報-第2回

【予習】新聞記事やインターネットで「デジタルトランスフォーメーション(DX)」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。

人間と情報ー第2回ー確認テスト解説付き.pdf
60分

第3回

小学校プログラミング教育やGigaスクール構想など、教育の情報化の動向について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 人間と情報-第3回

【予習】新聞記事やインターネットで、教育の情報化の動向について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第4回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「1-1. 社会で起きている変化」について説明する。(その1)
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料1： 人間と情報ー第4回
説明資料2： 1-1_literacy_level_note_mod

【予習】新聞記事やインターネットで「データ駆動社会」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第5回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「1-2. 社会で活用されているデータ」について説明する。(その2)
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 1-2_literacy_level_note_mod
確認テスト： 人間と情報-第5回-確認テスト
課題とアンケート： 人間と情報-第5回-課題とアンケート

【予習】新聞記事やインターネットで「人工知能(AI)」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第6回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「1-2. 社会で活用されているデータ」と「1-3. データ・AI利活用領域」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料1： 1-2_literacy_level_note_mod
説明資料2： 1-3_literacy_level_note

【予習】新聞記事やインターネットで「構造化データ、非構造化データ」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。

課題： 人間と情報-第6回-課題とアンケート
60分
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第7回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「1-4. データ・AI利活用のための技術」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行います）

説明資料1： 1-4_literacy_level_note_tuins
説明資料2： 人間と情報-第7回-確認テストと課題
課題データ： 賃貸マンションデータ.xlsx 

【予習】新聞記事やインターネットで「回帰」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第8回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「1-5. データ・AI利活用の現場」「1-6. データ・AI利活用の最新動向」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料1： 1-5_データ・AI利活用の現場
説明資料2： 1-6_データ・AI利活用の最新動向
確認テストと課題： 人間と情報-第8回-確認テストと課題

【予習】新聞記事やインターネットで「深層学習(ディープラーニング)」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。

課題へのフィードバック： 課題へのフィードバック
60分

第9回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「2-1. データを読む」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料1: 2-1_データを読む
説明資料2: Excelの活用
確認テストと課題: 人間と情報-第9回-確認テストと課題

【予習】高校までで習った「基本統計量」について復習しておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第10回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「2-2. データを説明する」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 2-1_データを読む-補足
説明資料： 2-2_データを説明する
説明資料： 2-3_データを扱う

【予習】高校の教科書またはインターネットで「ヒストグラム、散布図」について調べておくこと。

確認テストと課題： 人間と情報-第10回-確認テストと課題
30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。

データ： 各国労働時間・支店別売上.xlsx
60分

第11回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「2-3 データを扱う」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 2-3_データを扱う_Excel演習
確認テストと課題： 人間と情報-第11回-確認テストと課題

【予習】Excelの使い方を復習しておくこと。

資料： 前回課題のフィードバック
30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。

Excelファイル： SSDSE-D-2021-総数.xlsx
60分
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第12回

数百件～数千件レベルの実データを用いた集計・加工・分析の演習を行う。

説明資料： ICT3-3_基本統計量・クロス集計表の作成-クロス集計表の作成
実習用データ： 【実習用データ】2016年静岡県浜松市の気温と天気-mod.xlsx

【予習】第1回から第11回までの説明スライドを見返しておくこと。 30分

【復習】自分が行った集計・加工・分析結果を見直し、間違っていた点や改善すべき点があれば、やり直しを行う。

確認テストと課題： 人間と情報-第12回-確認テストと課題.pdf
60分

第13回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「3-1. データ・AIを扱う上での留意事項」について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 人間と情報-第13回.pdf
確認テストと課題： 人間と情報-第13回-確認テストと課題.pdf
前回課題へのフィードバック： 前回課題へのフィードバック.pdf

【予習】新聞記事やインターネットで「個人情報保護」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第14回

「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」の「3-2. データを守る上での留意事項」と情報セキュリティの課題・事例・法律について説明する。
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行います）

説明資料： 人間と情報-第14回.pdf

【予習】新聞記事やインターネットで「情報セキュリティ」について調べておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第15回

全体まとめ
(理解度を自己確認できるように、授業中にMicrosoft Formsを使った小テストを行う）

説明資料： 人間と情報-第15回.pdf

【予習】これまでの説明スライドを見返しておくこと。 30分

【復習】授業で説明したスライドを再確認し、小テスト結果を見直しておくともに、課題に取り組む。 60分

第16回

 

【予習】  

【復習】  
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評価方法
期末試験（60％）、各回の課題（40％）にて評価する。
「富山国際大学成績評価基準」に従って評価する。

①人間性：10%　　②社会性：10%　　③専門性：80%

使用資料
＜テキスト＞ 毎回、資料を配布する。 使用資料

＜参考図書＞
内閣府 「科学技術・イノベーション」のホ
ームページ

授業外学修等 毎回何らかの課題を課す。提出された課題のうちフィードバックが必要なものは、次回の授業でフィードバックを行う。

授業外質問方法 電子メールによる質問を受け付ける。
shinmori@tuins.ac.jp

オフィス・アワー  
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授業科目名 情報処理演習(A)
科目コード K0401P02

英文名 Training in Computer Literacy

科目区分 時代の潮流へのアプローチ科目 - 情報化対応

職名 非常勤講師  担当教員名 岡根　江見  

学部 子ども育成学部 学科 子ども育成学科

曜日 月曜日  時限 2限目  

開講時期 1年前期 授業の方法 演習

必修・選択 必修 単位数 2単位

授業の概要 情報処理の基礎知識を学び、大学での研究活動および社会人として職務に就く時に備え、最低限のスキルを身につける。

キーワード ①文書作成 ②表計算 ③プレゼンテーション ④ ⑤

到達目標

　各自の所有するパソコンについて理解し、レポートの作成や卒論研究などの教育研究活動に役立てるため、ワープロ、表計算、プレゼンテーションのためのソフト
ウエアを利用できるようにする。
　また、幼稚園、保育園、小学校などの教員、またはその他の職務についたときに備え、効果的に情報を伝えることができるよう、基礎的なデザインスキルを身につ

 

 

 

 

卒業要件・資格関連等

卒業要件 幼稚園教諭 保育士 小学校教諭 社会福祉士 スクール
ソーシャルワーカー

○ ◎ ◎ ◎   
ディプロマポリシー ①「人」としての資質・能力（人間性の向上）  

カリキュラムポリシー ①子ども育成の教養  

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

  ○  ◎

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ○ ◎ ○   
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

各自のパソコンのセットアップ作業を行う
アプリケーションの起動確認

【予習】パソコン本体・周辺機器・マニュアルなどが、すべて揃っているか確認しておく  

【復習】パソコンやアプリケーションの起動・終了の確認をする  

第2回

メールの送受信、Web検索、クラウド、オンライン会議など、ネットワークの利用について学習する
（Microsoft365の使用方法）

【予習】前回授業での作業が終わっているか確認する。パソコン・アプリケーションを起動・終了させてみる。  

【復習】授業で行った内容を再度練習し、確認しておく。  

第3回

Windowsに標準搭載のアプリケーションについて学習する
（テキストエディタ、ペイント、カメラ、電卓など）

【予習】①Windowsとは何か　②OSとは何か　について調べておく
ローマ字をおさらいしておく  

【復習】文字入力について、思い通りの入力ができるように練習しておく  

第4回

文書の作成１(文字入力方法の確認、名刺の作成）

【予習】カメラで自分の写真を撮って、ファイルに保存しておく  

【復習】出来上がった名刺について、デザインの微調整など行う
フォルダやファイルの整頓をしておく  

第5回

オンライン会議によるグループディスカッション

【予習】自己紹介の内容を考えておく  

【復習】ディスカッションをした内容について記録をまとめておく  

第6回

文書の作成２
Wordを使って、チラシを作製する

【予習】公共の場所に置いてあるチラシやポスターで、気に入ったものや、興味を引くものをよく見ておく
Microsoft Wordが、どのような目的で使われ、何ができるソフトウエアなのか調べておく  

【復習】自分が作ったチラシを校正する  

第7回

文書の作成３
Wordを使って、簡単なレポートを作成する

【予習】好きな本、気に入った本など、人に紹介したい本や絵本を1冊用意する
　※借りたものでもよいが、破損や紛失のないよう各自が注意すること
選んだ本を読んで、アピールポイントを考えておく

 

【復習】自分が作ったレポートを校正し、印刷する  

第8回

プレゼンテーションの方法１
プレゼンテーションを企画する、素材の作成、収集

【予習】Microsoft Power Point について、どんな目的で使われ、何ができるソフトウエアなのか調べておく  

【復習】次週、プレゼン資料の作成にスムーズにとりかかれるよう、素材の準備を終わらせておく  
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第9回

プレゼンテーションの方法２
前回企画したプレゼンテーションについて、資料を作成する

【予習】プレゼンテーション資料の作成にスムーズにとりかかれるよう、素材の準備を終わらせておく  

【復習】次週発表ができるよう、資料を完成させておく  

第10回

プレゼンテーションの方法３
前回までに作成したプレゼンテーションの発表を行う

【予習】発表ができるよう、資料を完成させておく  

【復習】発表の評価・感想などをまとめておく  

第11回

表計算の利用１
（入力方法、表の作成）

【予習】Microsoft Excelは、どのような目的で使われ、どのようなことができるソフトウエアなのか調べておく  

【復習】授業中に出された練習問題について、見直しておく  

第12回

表計算の利用２
（簡単な関数の使い方）

【予習】四則演算、四捨五入、割合を求める式、平均値を求める式など、算数の基本を思い出しておく  

【復習】授業中に出された練習問題について、見直しておく  

第13回

表計算の利用３
（簡単な関数の使い方②、グラフの作り方）

【予習】グラフの種類にはどんなものがあるか、それぞれのグラフはどんな特徴のあるデータを表す時に使うか、調べておく  

【復習】授業中に出された練習問題について、見直しておく  

第14回

レポートの作成のための情報収集

【予習】WORD、EXCELの使い方について、おさらいしておく  

【復習】収集したデータをまとめておく  

第15回

レポートの作成１

【予習】WORD、EXCELの使い方について、おさらいしておく  

【復習】レポートを次週提出できるよう、調整する  

第16回

レポートの作成２

【予習】レポートを提出できるよう、調整する  

【復習】レポートを期日までに提出する  
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評価方法 提出課題と授業態度により評価します。提出課題では技術的理解のほか、内容、表現の的確さも評価の対象とします。

使用資料
＜テキスト＞

今すぐ使えるかんたんmini
Word & Excel & PowerPoint 2019 基本技

使用資料
＜参考図書＞

今すぐ使えるかんたんMicrosoft365
技術評論社

授業外学修等  

授業外質問方法  

オフィス・アワー  
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授業科目名 情報処理演習(B)
科目コード K0401P02

英文名 Training in Computer Literacy

科目区分 時代の潮流へのアプローチ科目 - 情報化対応

職名 非常勤講師  担当教員名 岡根　江見  

学部 子ども育成学部 学科 子ども育成学科

曜日 月曜日  時限 1限目  

開講時期 1年前期 授業の方法 演習

必修・選択 必修 単位数 2単位

授業の概要 情報処理の基礎知識を学び、大学での研究活動および社会人として職務に就く時に備え、最低限のスキルを身につける。

キーワード ①文書作成 ②表計算 ③プレゼンテーション ④ ⑤

到達目標

　各自の所有するパソコンについて理解し、レポートの作成や卒論研究などの教育研究活動に役立てるため、ワープロ、表計算、プレゼンテーションのためのソフト
ウエアを利用できるようにする。
　また、幼稚園、保育園、小学校などの教員、またはその他の職務についたときに備え、効果的に情報を伝えることができるよう、基礎的なデザインスキルを身につ

 

 

 

 

卒業要件・資格関連等

卒業要件 幼稚園教諭 保育士 小学校教諭 社会福祉士 スクール
ソーシャルワーカー

○ ◎ ◎ ◎   
ディプロマポリシー ①「人」としての資質・能力（人間性の向上）  

カリキュラムポリシー ①子ども育成の教養  

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

  ○  ◎

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾜ ｰ ｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ○ ◎ ○   
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授業計画
回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

各自のパソコンのセットアップ作業を行う
アプリケーションの起動確認

【予習】パソコン本体・周辺機器・マニュアルなどが、すべて揃っているか確認しておく  

【復習】パソコンやアプリケーションの起動・終了の確認をする  

第2回

メールの送受信、Web検索、クラウド、オンライン会議など、ネットワークの利用について学習する
（Microsoft365の使用方法）

【予習】前回授業での作業が終わっているか確認する。パソコン・アプリケーションを起動・終了させてみる。  

【復習】授業で行った内容を再度練習し、確認しておく。  

第3回

Windowsに標準搭載のアプリケーションについて学習する
（テキストエディタ、ペイント、カメラ、電卓など）

【予習】①Windowsとは何か　②OSとは何か　について調べておく
ローマ字をおさらいしておく  

【復習】文字入力について、思い通りの入力ができるように練習しておく  

第4回

文書の作成１(文字入力方法の確認、名刺の作成）

【予習】カメラで自分の写真を撮って、ファイルに保存しておく  

【復習】出来上がった名刺について、デザインの微調整など行う
フォルダやファイルの整頓をしておく  

第5回

オンライン会議によるグループディスカッション

【予習】自己紹介の内容を考えておく  

【復習】ディスカッションをした内容について記録をまとめておく  

第6回

文書の作成２
Wordを使って、チラシを作製する

【予習】公共の場所に置いてあるチラシやポスターで、気に入ったものや、興味を引くものをよく見ておく
Microsoft Wordが、どのような目的で使われ、何ができるソフトウエアなのか調べておく  

【復習】自分が作ったチラシを校正する  

第7回

文書の作成３
Wordを使って、簡単なレポートを作成する

【予習】好きな本、気に入った本など、人に紹介したい本や絵本を1冊用意する
　※借りたものでもよいが、破損や紛失のないよう各自が注意すること
選んだ本を読んで、アピールポイントを考えておく

 

【復習】自分が作ったレポートを校正し、印刷する  

第8回

プレゼンテーションの方法１
プレゼンテーションを企画する、素材の作成、収集

【予習】Microsoft Power Point について、どんな目的で使われ、何ができるソフトウエアなのか調べておく  

【復習】次週、プレゼン資料の作成にスムーズにとりかかれるよう、素材の準備を終わらせておく  
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第9回

プレゼンテーションの方法２
前回企画したプレゼンテーションについて、資料を作成する

【予習】プレゼンテーション資料の作成にスムーズにとりかかれるよう、素材の準備を終わらせておく  

【復習】次週発表ができるよう、資料を完成させておく  

第10回

プレゼンテーションの方法３
前回までに作成したプレゼンテーションの発表を行う

【予習】発表ができるよう、資料を完成させておく  

【復習】発表の評価・感想などをまとめておく  

第11回

表計算の利用１
（入力方法、表の作成）

【予習】Microsoft Excelは、どのような目的で使われ、どのようなことができるソフトウエアなのか調べておく  

【復習】授業中に出された練習問題について、見直しておく  

第12回

表計算の利用２
（簡単な関数の使い方）

【予習】四則演算、四捨五入、割合を求める式、平均値を求める式など、算数の基本を思い出しておく  

【復習】授業中に出された練習問題について、見直しておく  

第13回

表計算の利用３
（簡単な関数の使い方②、グラフの作り方）

【予習】グラフの種類にはどんなものがあるか、それぞれのグラフはどんな特徴のあるデータを表す時に使うか、調べておく  

【復習】授業中に出された練習問題について、見直しておく  

第14回

レポートの作成のための情報収集

【予習】WORD、EXCELの使い方について、おさらいしておく  

【復習】収集したデータをまとめておく  

第15回

レポートの作成１

【予習】WORD、EXCELの使い方について、おさらいしておく  

【復習】レポートを次週提出できるよう、調整する  

第16回

レポートの作成２

【予習】レポートを提出できるよう、調整する  

【復習】レポートを期日までに提出する  
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評価方法 提出課題と授業態度により評価します。提出課題では技術的理解のほか、内容、表現の的確さも評価の対象とします。

使用資料
＜テキスト＞

今すぐ使えるかんたんmini
Word & Excel & PowerPoint 2019 基本技

使用資料
＜参考図書＞

今すぐ使えるかんたんMicrosoft365
技術評論社

授業外学修等  

授業外質問方法  

オフィス・アワー  
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㼀㻻㻱㻵㻯䊠 㻝 㻞 ๓ ᇼᕝ┿⌮Ꮚ 䖂 䕿

㼀㻻㻱㻵㻯䊡 㻝 㻞 ᚋ ᇼᕝ┿⌮Ꮚ 䖂 䕿

ᅜ㝿㛵ಀㄽ 㻞 㻞 ๓ Ώ㒊ᜨᏊ 䕿 䖂

እᅜㄒ≉ㅮ䊠 㻞 㻞 ๓ 㻮㻚㻼㼍㼢㼘㼕㼥䞉ᩄ㯇‮ 䖂 䕿

እᅜㄒ≉ㅮ䊡 㻞 㻞 ᚋ 㻮㻚㻼㼍㼢㼘㼕㼥䞉ᩄ㯇‮ 䖂 䕿

እᅜㄒ≉ㅮ䊢 㻞 㻠 ๓ 㻔㻷㻚㻳㼞㼍㼥㻕 䖂 䕿 䕿
䠄㐌㻞ᅇ䠅

␗ᩥ໬⌮ゎ 㻞 㻞 ᚋ 㻔ᡯ⏣᫓ኵ㻕 䕿

␗ᩥ໬◊ಟ 㻝䞉㻞 㻞 ๓䞉ᚋ 㧗ᶫ䠄ဴ䠅䞉㼥㼕㼘㼢㼍㻼㻚㻮䞉ᩄ㯇‮ 䖂 䖂 䖂

䡮䢙䡼䡬䢁䡸䡪䢁䢕䢈䢛䢗䡴䢚䢓䢍䝈
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㛗ᮇ䠅
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㻝䞉
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䕿

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᇶ♏䊠 㻝 㻞 ᚋ Ἑ㔝ಙ 䖂

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᇶ♏䊡 㻞 㻞 ๓ Ἑ㔝ಙ 䖂

ேᕤ▱⬟䛸䛭䛾ά⏝ 㻞 㻞 ᚋ ᪂᳃᫛ᏹ 䕿 䕿 䖂

䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾ᇶ♏ 㻞 㻞 ๓ Ἑ㔝ಙ 䖂

ᤵ
䚷
䚷
䚷
ᴗ
䚷
䚷
䚷
⛉
䚷
䚷
䚷
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Ꮫ㒊
ᚲಟ

ᑓᨷ
ᚲಟ

㑅ᢥ
㑅ᢥ
ᚲಟ

䝁䝭
䝳䝙

༠ാ
ຊ

ㄢ㢟
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༊ศ ⛉┠ྡ

㓄
ᙜ
ᖺ
ḟ

༢఩ᩘ
㛤ㅮ
᫬ᮇ

ᩍဨ
䠄㠀ᖖ໅䠅

䡳䡬䡡䡶䢙䢇䢛䡿䢙䡸䡬 ᆅᇦ
ᚿྥ
⛉┠

ഛ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷⪃

ほගᴫㄽ 㻝 㻞 ᚋ బ⸨ᝋኵ䞉ᑓᨷᩍဨ 䕿 䕿 㻢㻞༢఩௨ୖ

ほගㄪᰝ䞉ศᯒἲ 㻞 䚷 㻞 ᚋ ຓ㔜㞝ஂ 䕿 䕿 䖂

ほගⱥㄒ 㻟 㻞 ๓ 䠄☄஭䜶䝸䝄䝧䝇䠅 䕿 䖂

ほග୰ᅜㄒ 㻟 㻞 ᚋ ᩄ㯇‮ 䖂 䕿

ᐩᒣ┴䛾ᩥ໬䞉⮬↛䛸ほග 㻞 㻞 ๓ బ⸨ᝋኵ 䕿 䕿 䕺

ほග㈨※ㄽ 㻞 㻞 ᚋ బ⸨ᝋኵ 䕿 䕿

ୡ⏺㑇⏘ㄽ 㻟 㻞 ๓ బ⸨ᝋኵ 䕿 䕿

Ẹ᪘䞉ᩥ໬䛸ほග 㻟 㻞 ᚋ బ⸨ᝋኵ 䕿 䕿

ほගᨻ⟇䛾Ṕྐ 㻞 㻞 ᚋ బ⸨ᝋኵ 䕿 䕿

ほග䝡䝆䝛䝇ㄽ 㻞 㻞 ๓ ኱㇂཭⏨ 䕿 䖂

ほග䝯䝕䜱䜰ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ኱㇂཭⏨ 䕿 䖂 䕺

ほග⤒Ⴀㄽ 㻟 㻞 ๓ ኱㇂཭⏨ 䕿 䖂

ほග௻⏬ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ኱㇂཭⏨ 䕿 䕿 䖂

ほග䝃䞊䝡䝇ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ୍஭ᓫ 䕿 䖂

᪑⾜ᴗㄽ 㻞 㻞 ᚋ 䠄ᾆ⏣⨾⣪䠅 䕿 䕿

ほග䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ୍஭ᓫ 䖂 䕿

䝩䝔䝹ᴗㄽ 㻟 㻞 ๓ ୍஭ᓫ 䕿 䕿

ほග䛸஺㏻ 㻟 㻞 ᚋ 㻔㟷ᮌு䠅 䕿 䖂

ほගᆅ⌮ 㻞 㻞 ๓ ຓ㔜㞝ஂ 䖂 䕿

ᅜ㝿ほගㄽ 㻞 㻞 ๓ ୍஭ᓫ 䕿 䕿

㎰ᒣ⁺ᮧほගㄽ 㻟 㻞 ᚋ ຓ㔜㞝ஂ 䖂

㒔ᕷほගㄽ 㻟 㻞 ๓ ຓ㔜㞝ஂ 䖂

ほගᐇ⩦䊠 㻟 㻞 ๓ బ⸨ᝋኵ䞉ᑓᨷᩍဨ 䕿 䕿 䖂 䕺

ほගᐇ⩦䊡
㻞䡡㻟䡡
㻠

䕿 ๓䞉ᚋ బ⸨ᝋኵ䞉ᑓᨷᩍဨ 䕺

ほගᐇ⩦䊢
㻞䡡㻟䡡
㻠

㻞 ๓䞉ᚋ బ⸨ᝋኵ䞉ᑓᨷᩍဨ

ᑓ㛛₇⩦䊠䞉㼍 㻟 㻞 ๓ ᑓᨷᩍဨ 䕺

ᑓ㛛₇⩦䊠䞉䠾 㻟 㻞 ᚋ ᑓᨷᩍဨ 䕺

ᑓ㛛₇⩦䊡䚷䠄༞ᴗ◊✲䜢ྵ䜐䠅 㻠 㻤 ㏻ᖺ ᑓᨷᩍဨ 䕺

ᤵ
䚷
䚷
䚷
ᴗ
䚷
䚷
䚷
⛉
䚷
䚷
䚷
┠
䚷
䚷
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㓄
ᙜ
ᖺ
ḟ

༢఩ᩘ
㛤ㅮ
᫬ᮇ

ᩍဨ
䠄㠀ᖖ໅䠅

䡳䡬䡡䡶䢙䢇䢛䡿䢙䡸䡬 ᆅᇦ
ᚿྥ
⛉┠

ഛ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷⪃

⎔ቃ䝕䝄䜲䞁ᴫㄽ 㻝 㻞 ᚋ ᕝᮏ⪷୍䞉ᑓᨷᩍဨ 䕿 㻢㻞༢఩௨ୖ

⎔ቃᇶ♏₇⩦ 㻞 㻞 ᚋ 㧗ᶫ䜖䛛䜚䞉኱㇂Ꮥ⾜ 䖂 䕿

⏕ά⎔ቃㄽ 㻞 㻞 ๓ 㧗ᶫ䜖䛛䜚 䕿

⏕ά䛸Ỉ⎔ቃ 㻞 㻞 ᚋ 㧗ᶫ䜖䛛䜚䞉㻔ᑿ⏿⣡Ꮚ㻕 䕿 䖂

⏕ά䛸Ỉ⎔ቃ₇⩦ 㻟 㻞 ๓ 㧗ᶫ䜖䛛䜚 䕿 䖂 䕺

⎔ቃ䝸䝇䜽ホ౯ㄽ 㻟 㻞 ᚋ 㧗ᶫ䜖䛛䜚 䕿 䖂

ఫ⎔ቃ䝕䝄䜲䞁䊠 㻞 㻞 ๓ ᕝᮏ⪷୍ 䕿 䕿

ఫ⎔ቃ䝕䝄䜲䞁䊡 㻞 㻞 ᚋ ᕝᮏ⪷୍ 䕿 䕿

ఫ⎔ቃ䝕䝄䜲䞁₇⩦ 㻟 㻞 ๓ ᕝᮏ⪷୍ 䖂 䕿 䕿

ᆅ⌫⎔ቃㄽ䠄⮬↛⎔ቃ䠅 㻞 㻞 ๓ ୖᆏ༤஽䞉⦾ᐑᝆ௓ 䖂

⏕ែᏛ 㻞 㻞 ๓ ⦾ᐑᝆ௓ 䕿

㈨※䞉䜶䝛䝹䜼䞊ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ୖᆏ༤஽ 䖂

䝞䜲䜸䝬䝇䛸⎔ቃ 㻟 㻞 ๓ ⦾ᐑᝆ௓ 䖂

䜶䝛䝹䜼䞊ㄽ₇⩦ 㻟 㻞 ๓ ୖᆏ༤஽ 䕿 䖂 䕺

⎔ቃ♫఍Ꮫ 㻞 㻞 ๓ 䠄⸨⏣㤶䠅 䕿 䖂

ᣢ⥆ྍ⬟ᆺ♫఍ㄽ䠄㈨※ᚠ⎔䠅 㻞 㻞 ᚋ 䠄୎Ꮚဴ἞䠅 䕿 䖂

⎔ቃ⤒῭Ꮫ 㻞 㻞 ᚋ ⦾ᐑᝆ௓ 䖂

⎔ቃᨻ⟇ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ୖᆏ༤஽ 䕿 䖂 䕺

⎔ቃ䝬䝛䝆䝯䞁䝖 㻟 㻞 ᚋ 䠄⸨⏣㤶䠅 䕿 䖂

㒔ᕷ✵㛫䝕䝄䜲䞁 㻟 㻞 ᚋ ᕝᮏ⪷୍ 䕿 䕿

⎔ቃඹ⏕ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ୖᆏ༤஽䞉⦾ᐑᝆ௓ 䖂

⎔ቃ䝕䝄䜲䞁≉ูㅮ⩏ 㻟 㻞 ᚋ ୖᆏ༤஽䞉䠄እ㒊ㅮᖌ䠅 䖂 䕺

⎔ቃ䝕䝄䜲䞁ᐇ⩦䊠 㻟 㻞 ๓ ᕝᮏ⪷୍䞉ᑓᨷᩍဨ 䕿 䖂 䕿 䕺

⎔ቃ䝕䝄䜲䞁ᐇ⩦䊡
㻞䡡㻟䡡
㻠

䕿 ๓䞉ᚋ ᕝᮏ⪷୍䞉ᑓᨷᩍဨ 䕺

⎔ቃ䝕䝄䜲䞁ᐇ⩦䊢
㻞䡡㻟䡡
㻠
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ᑓ㛛₇⩦䊠䞉㼍 㻟 㻞 ๓ ᑓᨷᩍဨ 䕺

ᑓ㛛₇⩦䊠䞉䠾 㻟 㻞 ᚋ ᑓᨷᩍဨ 䕺

ᑓ㛛₇⩦䊡䚷䠄༞ᴗ◊✲䜢ྵ䜐䠅 㻠 㻤 ㏻ᖺ ᑓᨷᩍဨ 䕺
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ᚿྥ
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⤒Ⴀ᝟ሗᴫㄽ 㻝 㻞 ᚋ బ⸨⥤Ꮚ䞉ᑓᨷᩍဨ 䕿 㻢㻞༢఩௨ୖ

⤒῭Ꮫ 㻞 㻞 ๓ 䠄ᯇ஭㝯ᖾ䠅 䕿 䖂

୰ᑠ௻ᴗㄽ 㻞 㻞 ๓ 㧗ᶫဴ㑻 䕿 䕿 䕿 䕺

㔠⼥ㄽ 㻟 㻞 ๓ 䠄ᕝ⏣ᩥே䠅 䕿

䝧䞁䝏䝱䞊䞉䝡䝆䝛䝇ㄽ 㻟 㻞 ᚋ 㧗ᶫဴ㑻 䕿 䖂 䕿 䕺

⤒Ⴀᡓ␎ㄽ 㻞 㻞 ๓ ᱱᗞᫀ

⤒Ⴀ⤌⧊ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ఀ⸨ⵇ 䕿 䕿 䕿

䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ᱱᗞᫀ 䖂

⤒Ⴀ⟶⌮ㅮᗙ 㻟 㻞 ๓

䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾䝸䝃䞊䝏 㻟 㻞 ๓ ᱱᗞᫀ 䖂

⤒Ⴀศᯒㄽ 㻞 㻞 ᚋ బ⸨⥤Ꮚ 䕿
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ಖ⫱⪅ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ᮏỤ⌮Ꮚ 䖂

ᩍ⫱ཎ⌮ 㻝 㻞 ᚋ ኱⸭ᩄᏹ 䖂 䖂 䖂 䚽 䖂

ᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫ 㻞 㻞 ๓ ኱ᖹὈᏊ 䖂 䖂

ᩍ⫋ㄽ 㻝 㻞 ᚋ ㎷஭‶㞝 䖂 䖂

ඣ❺䞉ᐙᗞ⚟♴ㄽ 㻝 㻞 ๓ ᐑ⏣ᚭ 䖂 䖂 䕿 䖂

Ꮚ䛹䜒ᐙᗞᨭ᥼ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ᐑ⏣ᚭ 䖂

♫఍ⓗ㣴ㆤ䊠 㻞 㻞 ๓ ᐑ⏣ᚭ 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛾ᇶ┙䛸ᑓ㛛
⫋

㻠 㻞 ๓ ᐊᯘᏕႹ 䖂 䚽

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛾ᇶ┙䛸ᑓ㛛
⫋䠄ᑓ㛛䠅

㻠 㻞 ᚋ ᐊᯘᏕႹ 䖂 䚽

ᐙᗞᩍ⫱ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ኱ᖹὈᏊ 䕿 䕿

⚟♴ᩍ⫱ㄽ 㻞 㻞 ᚋ ᮧୖ‶ 䕿 䕿 䕿

ᩍ⫱♫఍Ꮫ 㻟 㻞 ᚋ 䠄℈㈗Ꮚ䠅 䖂 䖂 䕿

ᩍ⫱ㄢ⛬ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ᯇᒣ཭அ 䖂 䖂 䚷

ᩍ⫱᪉ἲㄽ 㻟 㻞 ᚋ 䠄Ỉୖ⩏⾜䠅 䖂 䖂

ಖ⫱䛾ィ⏬䛸ホ౯ 㻟 㻞 ᚋ ➉⏣ዲ⨾ 䖂

ಖ⫱ෆᐜ⥲ㄽ 㻝 㻞 ᚋ ▼಴༟Ꮚ 䖂 䖂

ಖ⫱ෆᐜ䠄೺ᗣ䠅 㻞 㻞 ๓ 㔠Ꮚ䞉䠄኱᳃䠅 䖂 䖂

ಖ⫱ෆᐜ䠄ே㛫㛵ಀ䠅 㻞 㻞 ᚋ ᮏỤ⌮Ꮚ 䖂 䖂

ಖ⫱ෆᐜ䠄⎔ቃ䠅 㻞 㻞 ๓ ▼಴༟Ꮚ 䖂 䖂

ಖ⫱ෆᐜ䠄ゝⴥ䠅 㻞 㻞 ๓ ᮏỤ⌮Ꮚ 䖂 䖂

ಖ⫱ෆᐜ䠄㡢ᴦ⾲⌧䠅 㻟 㻞 ๓ 䠄኱ᮧ⚞Ꮚ䠅 䖂 䖂

ಖ⫱ෆᐜ䠄㐀ᙧ⾲⌧䠅 㻟 㻞 ᚋ బ㒊฼඾ᙪ 䖂 䖂

Ꮚ䛹䜒䛸೺ᗣ 㻝 㻝 ᚋ 㔠ᏊὈᏊ 䖂

Ꮚ䛹䜒䛸ே㛫㛵ಀ 㻞 㻝 ๓ ᮏỤ⌮Ꮚ 䖂

Ꮚ䛹䜒䛸⮬↛ 㻝 㻝 ᚋ ᯇᒣ཭அ 䖂

Ꮚ䛹䜒䛸ゝⴥ 㻝 㻝 ᚋ ᮏỤ⌮Ꮚ 䖂

Ꮚ䛹䜒䛸⾲⌧ 㻞 㻝 ๓ బ㒊฼඾ᙪ 䖂

ஙඣಖ⫱䊠 㻝 㻞 ᚋ ➉⏣ዲ⨾ 䖂

ஙඣಖ⫱䊡 㻞 㻝 ๓ ➉⏣ዲ⨾ 䖂

Ꮚ䛹䜒䛾Ᏻ඲䛸೺ᗣ 㻞 㻝 ๓ 䠄ቃ⨾◁Ꮚ䠅 䖂

㞀ᐖඣಖ⫱ 㻟 㻞 ๓ Ἑ㷂⨾㤶 䕿 䖂

♫఍ⓗ㣴ㆤ䊡 㻞 㻝 ᚋ 㻌㻌䠄➉ᓥᘯᏊ䠅 䖂

ᅜㄒ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ᒾᓮ┤ဢ 䖂

䜻
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䜰
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※編入学生は該当する入学年度の教育課程表を参照すること。
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♫䚷఍
⚟♴ኈ

♫఍⚟♴
୺஦

䝇䜽䞊䝹
䝋䞊䝅䝱
䝹䝽䞊
䜹䞊

♫఍⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ኱⸭䞉䠄Ỉୖ䠅 䖂

⟬ᩘ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ㎷஭‶㞝 䖂

⌮⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ᯇᒣ཭அ 䖂

⏕ά⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ 䠄Ỉୖ⩏⾜䠅 䖂

㡢ᴦ⛉ᩍ⫱ἲ 㻞 㻞 ᚋ ᇼỤⱥ୍ 䖂

ᅗ⏬ᕤస⛉ᩍ⫱ἲ 㻞 㻞 ᚋ బ㒊฼඾ᙪ 䖂

ᐙᗞ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ 䠄☾㷂ᑦᏊ䠅 䖂

య⫱⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ 㔠ᏊὈᏊ 䖂

እᅜㄒ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ⚟ᓥ⨾ᯞᏊ 䖂

㐨ᚨᩍ⫱ᣦᑟㄽ 㻟 㻞 ๓ 䠄Ỉୖ⩏⾜䠅 䖂

⥲ྜⓗ䛺Ꮫ⩦䛾᫬㛫䛾ᣦᑟἲ 㻟 㻞 ๓ ኱⸭ᩄᏹ 䖂

≉ูάືㄽ 㻟 㻝 ๓ ᒾᓮ┤ဢ 䖂

ᅜㄒ 㻞 㻞 ᚋ ᒾᓮ┤ဢ 䖂 䕿

♫఍ 㻞 㻞 ᚋ ኱⸭ᩄᏹ 䖂

⟬ᩘ 㻞 㻞 ᚋ ㎷஭‶㞝 䖂 䕿

⌮⛉ 㻞 㻞 ᚋ ᯇᒣ཭அ 䖂

⏕ά 㻞 㻞 ๓ ▼಴䞉䠄Ỉୖ䠅 䖂 䕿

㡢ᴦ䊠 㻝 㻞 ᚋ
ᇼỤ䞉㻔బ䚻
ᮌ䞉኱ᮧ䠅

䖂 䖂 䕿

㡢ᴦ䊡 㻞 㻞 ๓
ᇼỤ䞉㻔బ䚻
ᮌ䞉኱ᮧ䠅

䕿 䕿 䕿

ᅗ⏬ᕤస 㻝 㻞 ๓ బ㒊฼඾ᙪ 䖂 䖂 䕿

ᐙᗞ 㻞 㻞 ᚋ 䠄ྜྷ⏣཭Ꮚ䠅 䖂

య⫱ 㻞 㻞 ᚋ 㔠ᏊὈᏊ 䖂 䖂 䕿

ⱥㄒ 㻞 㻞 ᚋᮇ ⚟ᓥ⨾ᯞᏊ 䖂

ಖ⫱ᡤᐇ⩦ᣦᑟ䊠 㻞 㻝 ㏻ᖺ ➉⏣䡡ᮏỤ 䖂

ಖ⫱ᡤᐇ⩦ᣦᑟ䊡 㻠 㻝 ㏻ᖺ ᮏỤ䞉➉⏣ 䕿

ಖ⫱ᡤᐇ⩦䊠 㻞 㻞 ๓ ➉⏣䞉ᮏỤ 䖂 䕺

ಖ⫱ᡤᐇ⩦䊡 㻠 㻞 ๓ ᮏỤ䞉➉⏣ 䕿 䕺

᪋タᐇ⩦ᣦᑟ䊠 㻞 㻝 ㏻ᖺ ᐑ⏣䞉ᐊᯘ 䖂

᪋タᐇ⩦ᣦᑟ䊡 㻠 㻝 ㏻ᖺ ┦ᒣ䞉ᐊᯘ 䕿

᪋タᐇ⩦䊠 㻞 㻞 ᚋ ᐑ⏣䞉ᐊᯘ 䖂 䕺

᪋タᐇ⩦䊡 㻠 㻞 ๓ ┦ᒣ䞉ᐊᯘ 䕿 䕺

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱ᐇ⩦ᣦᑟ䊠 㻝 㻝 ㏻ᖺ బ㒊฼䞉኱ᖹ 䕿

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱ᐇ⩦ᣦᑟ䊡 㻟 㻝 ๓ ▼಴䞉Ἑ㷂 䕿

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱ᐇ⩦䊠 㻝 㻝 ᚋ బ㒊฼䞉኱ᖹ 䕿 䕺 ᒚಟࡢ⛬ᩍ⫋ㄢࠕ�

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱ᐇ⩦䊡 㻟 㻠 ๓ ▼಴䞉Ἑ㷂 䕿 䕺 ↷Ⓩ㘓ࠖཧ࡜⏬�ィࠉ

ᩍ⫱ᐇ⩦ᣦᑟ 㻟 㻝 ๓ ᒾᓮ䞉㎷஭ 䖂 䕿

ᩍ⫱ᐇ⩦ 㻟 㻠 ๓ ᒾᓮ䞉㎷஭ 䖂 䕿 䕺

Ⓨ㐩ᚰ⌮Ꮫ 㻝 㻞 ᚋ ኱ᖹὈᏊ 䖂 䖂 䖂

Ꮚ䛹䜒ᐙᗞᨭ᥼䛾ᚰ⌮Ꮫ 㻞 㻞 ᚋ ኱ᖹ䞉䠄᰿ሯ䠅 䖂

ᗂඣ⌮ゎ 㻞 㻞 ᚋ Ἑ㷂䞉䠄ᔱ㔝䠅 䚷 䖂 䖂

Ꮚ䛹䜒䛾ಖ೺ 㻝 㻞 ᚋ 䠄ᯇᒃ⣖ஂᏊ䠅 䖂

Ꮚ䛹䜒䛾㣗䛸ᰤ㣴 㻞 㻞 ๓ 䠄኱᥃ᜨ⨾Ꮚ䠅 䖂

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ㄽ 㻠 㻝 ๓ Ἑ㷂⨾㤶 䖂 䖂

≉ู䛺ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾⌮ゎ䛸
䛭䛾ᨭ᥼

㻠 㻝 ๓ Ἑ㷂⨾㤶 䚽

་Ꮫ୍⯡ 㻝 㻞 ᚋ 䠄ᯇᒃ⣖ஂᏊ䠅 䖂 䕿

⢭⚄ಖ೺ 㻟 㻞 ๓ ᮧୖ䞉䠄ᯇᒃ䠅 䖂

Ꮚ䛹䜒ᩥ໬ 㻝 㻞 ᚋ ▼಴䞉䠄㛛⬥䠅 䕿 䕿

Ꮚ⫱䛶ᨭ᥼ 㻠 㻝 ๓ 䖂

⏕ᚐᣦᑟ䞉㐍㊰ᣦᑟㄽ 㻟 㻞 ᚋ ᯇᒣ཭அ 䖂 䖂

ᩍ⫱┦ㄯ 㻠 㻞 ๓ ᐑ⏣ᚭ 䖂 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛾⌮ㄽ䛸᪉ἲ 㻞 㻠 ㏻ᖺ ᮧୖ‶ 䖂 䚽
䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛾⌮ㄽ䛸᪉ἲ
䠄ᑓ㛛䠅

㻟 㻠 ㏻ᖺ ᮧୖ‶ 䖂 䚽

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽₇⩦ 㻞 㻞 ๓ᮇ ᐊᯘᏕႹ 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽₇⩦䠄ᑓ㛛䊠䠅 㻞 㻞 ᚋᮇ ┦ᒣ㤾 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽₇⩦䠄ᑓ㛛䊡䠅 㻟 㻠 ㏻ᖺ ┦ᒣ㤾 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽₇⩦䠄ᑓ㛛䊢䠅 㻠 㻞 ๓ᮇ ┦ᒣ㤾 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦ᣦᑟ䊠 㻞 㻝 ᚋᮇ ᮧୖ䞉┦ᒣ䞉ᐊᯘ 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦ᣦᑟ䊡 㻟 㻠 ㏻ᖺ ᮧୖ䞉┦ᒣ䞉ᐊᯘ 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦ᣦᑟ䊢 㻠 㻝 ๓ᮇ ┦ᒣ䞉ᮧୖ䞉ᐊᯘ 䖂

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦䊠 㻞 㻞 ᚋᮇ ᮧୖ䞉┦ᒣ䞉ᐊᯘ 䖂 䕺

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦䊡 㻟 㻢 ㏻ᖺ ᮧୖ䞉┦ᒣ䞉ᐊᯘ 䖂 䕺

䝇䜽䞊䝹䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ㄽ 㻟 㻞 ᚋ ᮧୖ‶ 䖂

䝇䜽䞊䝹䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽₇⩦ 㻠 㻝 ๓ ᮧୖ‶ 䖂

䝇䜽䞊䝹䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦ᣦᑟ 㻠 㻝 ๓ ᮧୖ‶ 䖂

䝇䜽䞊䝹䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽ᐇ⩦ 㻠 㻞 ㏻ᖺ ᮧୖ‶ 䖂 䕺
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⚟♴ኈ

♫఍⚟♴
୺஦

䝇䜽䞊䝹
䝋䞊䝅䝱
䝹䝽䞊
䜹䞊

♫఍⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ኱⸭䞉䠄Ỉୖ䠅 䖂

⟬ᩘ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ㎷஭‶㞝 䖂

⌮⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ᯇᒣ཭அ 䖂

⏕ά⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ 䠄Ỉୖ⩏⾜䠅 䖂

㡢ᴦ⛉ᩍ⫱ἲ 㻞 㻞 ᚋ ᇼỤⱥ୍ 䖂

ᅗ⏬ᕤస⛉ᩍ⫱ἲ 㻞 㻞 ᚋ బ㒊฼඾ᙪ 䖂

ᐙᗞ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ 䠄☾㷂ᑦᏊ䠅 䖂

య⫱⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ 㔠ᏊὈᏊ 䖂

እᅜㄒ⛉ᩍ⫱ἲ 㻟 㻞 ๓ ⚟ᓥ⨾ᯞᏊ 䖂

㐨ᚨᩍ⫱ᣦᑟㄽ 㻟 㻞 ๓ 䠄Ỉୖ⩏⾜䠅 䖂

⥲ྜⓗ䛺Ꮫ⩦䛾᫬㛫䛾ᣦᑟἲ 㻟 㻞 ๓ ኱⸭ᩄᏹ 䖂

≉ูάືㄽ 㻟 㻝 ๓ ᒾᓮ┤ဢ 䖂

ᅜㄒ 㻞 㻞 ᚋ ᒾᓮ┤ဢ 䖂 䕿

♫఍ 㻞 㻞 ᚋ ኱⸭ᩄᏹ 䖂

⟬ᩘ 㻞 㻞 ᚋ ㎷஭‶㞝 䖂 䕿

⌮⛉ 㻞 㻞 ᚋ ᯇᒣ཭அ 䖂
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富山国際大学数理・データサイエンス・AI 教育プログラム検討委員会規程 

（設置目的） 

第１条 富山国際大学学務委員会規程第 10 条の規定に基づき、全学の数理・データサイエンス・AI 教育プ

ログラムに関する事項について協議するため、検討委員会（以下「委員会」という。）を置き、その運営

方法等を規定することを目的とする。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次の事項で全学部にまたがる事項を審議する。 

（１） 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（以下「プログラム」という。）の学修内容について

（２） プログラムの授業科目構成及び修了要件について

（３） プログラムの改善について

（４） 国が推進するプログラムの認定制度に関することについて

（５） その他プログラムに関する事項について

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

（１） 学務部長及び学務部次長(教員)

（２） 各学部の教員 各２名程度（情報系教員含む）

（３） 教務課長及び教務課員 各 1 名

（４） 学務部長が必要と認める教職員 若干名

２ 前項第２号の委員は、各学部長の推薦により、学長が委嘱する。 

（任期） 

第４条 前条第２号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合における補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会の委員長は、学務部長とする。 

２ 委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代行する。 

（会議） 

第６条 委員長は、会議を招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の３分の２以上の出席がなければ、議事を開くことができない。 

３ 議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求めて、意見を聴くことができる。 

５ 会議で審議した内容については、学務委員会、各々の教授会及び運営会議において審議し、了承を得る

ものとする。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、教務課において処理する。 

附 則 

この規程は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
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㸦㸶㸧ᅜ㝿஺ὶ࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸦㸷㸧ᆅᇦ஺ὶ࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸦10㸧᪋タタഛ➼࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸦11㸧ᅗ᭩ཬࡧᅗ᭩㤋࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸦12㸧⟶⌮㐠Ⴀཬࡧ㈈ົ࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸦13㸧⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢ⤌⧊యไ࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸦14㸧ࡢࡑ௚Ꮫ㛗ࡢ≉࿨஦㡯࡟㛵࡜ࡇࡿࡍ 
㸰 ๓㡯ྛྕ࡟ᥖࡿࡆ஦㡯࡟ಀࡿලయⓗ࡞⮬ᕫⅬ᳨ホ౯㡯┠ࠊࡣጤဨ఍࡟ูࡀᐃࠋࡿࡵ 
 㸦ጤဨ఍⤌⧊㸧 
➨㸲᮲ ጤဨ఍ࠊࡣḟ࡟ྕྛࡢᥖࠋࡿࡍ⧊⤌࡚ࡗࡶࢆ⪅ࡿࡆ 
㸦㸯㸧Ꮫ㛗 
㸦㸰㸧๪Ꮫ㛗 
㸦㸱㸧Ꮫ㒊㛗 
㸦㸲㸧Ꮫົ㒊㛗 

㸦㸳㸧Ꮫ㛗ᐊ㛗 
㸦㸴㸧࣮ࢱࣥࢭ㛗 
㸦㸵㸧ᅗ᭩㤋㛗 
㸦㸶㸧஦ົ㒊㛗 
㸦㸷㸧ࡢࡑ௚Ꮫ㛗ࡢᣦྡࡿࡍ⪅ 
 㸦ጤဨ㛗㸧 
➨㸳᮲ ጤဨ఍ࡢጤဨ㛗ࡣᏛ㛗ࠋࡿࡍ࡜ 
㸰 ጤဨ㛗࡟஦ᨾࠊࡣࡁ࡜ࡿ࠶ணࡵᣦྡࡓࡋጤဨࢆጤဨ㛗ࠋࡿࡍ࡜ 
㸱 ጤဨ㛗ࠊࡣጤဨ఍ࢆᣍ㞟ࡢࡑࠊࡋ㆟㛗ࠋࡿ࡞࡜ 
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 㸦⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢᐇ᪋࡜බ⾲㸧 
➨㸴᮲ ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢᐇ᪋ࠊࡣḟࠋ࠺⾜࡟࠺ࡼࡢ 

㸦㸯㸧➨㸱᮲࡟ᥖࡢྕྛࡿࡆලయⓗ㡯┠࡟ᇶ࡙ྛࠊࡁᖺᗘࠊ࡟ࡵึࡢ㒊㛛࡟࡜ࡈ๓ᖺᗘࡢ⮬ᕫⅬ

᳨ホ౯᭩ࢆసᡂࠋࡿࡍ 
㸦㸰㸧඲Ꮫࡢ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯᭩ࡢసᡂࠊࡣ኱Ꮫᶵ㛵ูㄆドホ౯ࡢホ౯ᇶ‽ࢆཧ⪃ࠊ࡟Ꮫ㛗ᐊྛࡀ㒊

ᒁࡢ༠ຊࢆᚓ࡚⾜ࠋ࠺ 

㸦㸱㸧సᡂࡓࡋ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯᭩ࠊࡣጤဨ఍࡛ᢎㄆ࠼࠺ࡢබ⾲ࠋࡿࡍ 

 㸦⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢά⏝㸧 
➨㸵᮲ Ꮫ㛗ཬྛࡧ㒊㛛ࡢ㛗ࠊࡣ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢ⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࡁᨵၿ࡟ດࠊࡓࡲࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢ⤖ᯝࡣ㺂➨୕⪅ᶵ㛵ࡿࡼ࡟ᮏᏛホ౯ࡢᇶ♏㈨ᩱ࡚ࡋ࡜ά⏝ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ  
 㸦ᗢົ㸧 
➨㸶᮲ ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࡟㛵ࡿࡍ஦ົࠊࡣᏛ㛗ᐊ࡚࠸࠾࡟ฎ⌮ࠋࡿࡍ 
 㸦ࡢࡑ௚㸧 
➨㸷᮲ ࡢࡇせ㡿࡟ᐃࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿࡵ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯࡟㛵ࡋᚲせ࡞஦㡯࡟ูࠊࡣᐃࠋࡿࡵ 
 
   㝃 ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ16ᖺ㸴᭶㸯᪥ࠊࡣせ㡿ࡢࡇ 
   㝃 ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ19ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣせ㡿ࡢࡇ 
   㝃 ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ22ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣせ㡿ࡢࡇ 

㝃 ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ23ᖺ㸴᭶㸯᪥ࠊࡣせ㡿ࡢࡇ 
    㝃 ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ25ᖺ㸶᭶21᪥ࠊࡣせ㡿ࡢࡇ 

㝃 ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ31ᖺ㸲᭶17᪥ࠊࡣせ㡿ࡢࡇ 
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム

• 情報化社会を生き抜く上で必要な知識や技術を習得します
• 現代社会学部：3科目6単位取得で修了証を発行

• 子ども育成学部：2科目4単位取得で修了証を発行

ビジネス情報演習I
1年前期

ビジネス情報演習II
1年後期

情報科学概論
1年後期

必修

情報処理演習
1年前期

人間と情報
1年後期

必修

• データを駆使するために必要な知識や技術を習得します
• 現代社会学部：合計8科目16単位取得で修了証を発行

＋以下の4科目8単位必修

＋

データサイエンス実践演習I
2年後期

データサイエンス実践演習II
3年前期

選択

or

ビジネス情報演習I
1年前期

ビジネス情報演習II
1年後期

情報科学概論
1年後期

必修

リテラシーレベル3科目6単位必修

以下の2科目のうち1科目2単位必修

データサイエンス基礎I
1年後期

プログラミング基礎
2年前期

人工知能とその活用
2年後期

情報社会と情報倫理
2年後期

必修

応用基礎

リテラシー

富山国際大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、
本学の全学生を対象として実施し、学生の数理・データサイエン
ス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩ
を適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを
目的とします。
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実施体制（補足資料）
数理・データサイエンス・AI教育プログラム検討委員会

自己点検評価委員会

現代社会学部
応用基礎教育プログラム

リテラシー教育プログラム 子ども育成学部

科目・修了要件の設定

評価・点検
・学長
・現代社会学部長 ・子ども育成学部長
・学務部長 ・学長室長
・入試センター長 ・情報センター長
・国際交流センター長 ・地域交流センター長
・キャリア支援センター長 ・図書館長

・学務部長
・学務部次長
・各学部の教員

現代社会学部 3名
子ども育成学部 2名

・学務部教務課職員 2名
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